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　オーダーピッキングトラックは、運転席が荷台
と一緒に昇降するタイプのフォークリフトで、高
所での荷の小出し作業のために運輸・倉庫・食料品
を中心に幅広いお客様の屋内物流現場で活用され
ている。当社のオーダーピッキングトラックは、
1993年9月に3FBP、2001年12月に7FBP、2013
年1月に8FBPと時代の要求に応じた改良を実施
し、お客様の支持を獲得してきた。
　一方で、8FBPの発売から10年が経過し、市場や
お客様の要望にも変化が出てきている。市場とし
ては、eコマース業種の好況によりオーダーピッ
キングトラックの需要が拡大しており今後も販売
台数の増加を見込んでいる。eコマース業種では
物量の増加にともない倉庫内のスペース効率を高
めたいニーズが高まっている。また、少子高齢化に
よって物流業界全体として労働者の確保が難しく
なっており、物流現場ではフォークリフトのプロ
オペレータの減少（若年化）が進んでいることか
ら、管理者側からはフォークリフトに対する安心・
安全性のニーズが今まで以上に高まっている。
　今回、このような市場の要望を受け、少ないス
ペースで荷の取り回し可能なコンパクト重視の車
両ラインナップ追加と、安心・安全をサポートする
装備の充実を図るため、マイナーチェンジを実施
した。

1 はじめに

2.1 ラインナップの充実

　これまでの標準タイプは、ロングホイールベー
スによる安定性と、前端部の高さを低く抑えて前
方視野に重点をおいて設計をしている（図1の左
側）。それに対して今回、倉庫内のスペース効率を
高めたいニーズの高まりを受けて、全長、旋回半径
を短縮して小回り性に重点をおいたコンパクトタ
イプを新規開発し、より省スペースで作業が可能
な製品をラインナップに追加した（図1の右側）。
　オーダーピッキングトラックが幅広い物流現場
で使用されるなか、お客様の各現場に合わせて最
適な車両タイプを選択できるようにした。

2 製品の特長

図1 製品ラインナップ
Fig.1 Product Lineup

＜新規開発＞コンパクトタイプ標準タイプ

前方視野

小回り性

電動オーダーピッキングトラックの開発
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要　旨 　当社は0.7～1.5トン積み電動オーダーピッキングトラックのマイナーチェンジを行い、2024年1月に生産を開始し
た。今回のモデルチェンジでは、スペース効率や安全性へのニーズが高まっていることを受け、スペース効率に優れた
コンパクトタイプのラインナップ追加や、お客様の現場に合わせて選択が可能な安心・安全機能の充実を図ったので
紹介する。

キーワード：フォークリフト、オーダーピッキングトラック、コンパクト性、安心・安全

Abstract 　Our company has implemented a minor model change for the 0.7 to 1.5 ton electric order picking 
trucks and has started production in January 2024. This model change was enacted in response to 
the increasing demand for space efficiency and safety. We have expanded our product lineup with the 
addition of a space-efficient compact type and have enhanced the support functions for safe operation, 
which can be selected according to the customer's site requirements, all of which we proudly 
introduce.

Keywords:  Forklift, Order Picking Trucks, Compactness, Support for Safe Operation
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2.2 安心・安全サポート機能の追加

　前述のようにオーダーピッキングトラックは幅
広い物流現場で使用されている。そのなかで安心・
安全性のニーズの高まりに応えるため、お客様の
現場に合わせて選択できる安心・安全サポート機
能を開発した。

1）安全帯かけ忘れ防止をサポート
　オーダーピッキングトラックは荷台と一緒に上
昇した状態でオペレータがピッキング作業をする
ため（図2）、墜落を防止するための墜落制止用器
具（以後、安全帯）が必要となる。そこで安全帯かけ
忘れ防止をサポートしピッキング時の墜落事故リ
スク低減に貢献する「安全帯フック検知センサ（オ
プション）」を開発した。

2）下降時のリスク低減をサポート
　ピッキング作業においては、棚の最下段は台車
を使った作業者、棚の2段目以上はオーダーピッ
キングトラックでピッキング作業する場合があ
り、人車分離が徹底できない現場もある。さらに、
オーダーピッキングトラックの構造上、ピッキン
グ作業後に下降する際にはプラットフォームとパ
レットにより下方が確認しづらいため、下降時に
プラットフォームと障害物の接触リスク低減に貢
献する「下降スマートアラーム（オプション）」を開
発した。

3）パレットのがたつき防止をサポート
　ピッキング作業は、主に両脇の棚から箱単位も
しくは小分けされた部品単位の荷を取り、パレッ
ト上に載せていく。それを高所で行うため、荷を置
く際にパレットががたつくと商品の落下につなが

図2 ピッキング作業のイメージ
Fig.2 Image of Picking Operations

ピッキング作業
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るリスクがある（図3）。パレットとその上に積ま
れた商品が安全に移動できるようにするため、パ
レットのがたつきを防止するパレットオートク
ランプ機能が好評を得ている。地面に置かれたパ
レットをすくい上昇してピッキング作業に入るオ
ペレーションが多いため、最下降状態から上昇し
たときにメカリンクを介してクランプを行う機械
式パレットオートクランプを従来車から標準搭載
している。しかし、お客様のオペレーションも多
様化しており、平積みされたパレットや棚内のパ
レットを積載した時にも自動的にクランプしたい
という要望に対応して今回「電動式パレットオー
トクランプ（オプション）」を開発した。

4）安全規格への適合
　フォークリフトに関連する安全規格（ISO、JIS
など）の一部改訂がなされているため、本マイナー
チェンジにて最新の安全規格への適合を実施し
た。

3.1 コンパクトタイプ

　全長短縮を実現するために、標準タイプに対し
て部品形状の変更と大幅なレイアウト変更を実施
した。まずバッテリについては、標準タイプでは
マストとドライブユニットの間に48Vバッテリ1
個を搭載しているが、コンパクトタイプでは24V
バッテリ2個として左右に分割し、直列接続する
ことでマストとドライブユニット間の距離を短縮
した（図4）。限られたスペースに24Vバッテリを
収めるため、マスト横のスペースも利用した異形
バッテリを新設してレイアウトを成立させた。

図3 ピッキング時の荷置き
Fig.3 Picking operation

荷をパレットの隅に置く

パレット

フォーク

パレットのがたつき

3 開発内容

電動オーダーピッキングトラックの開発
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　また、標準タイプではドライブユニットの左右
に制御系部品、油圧系部品を搭載しているが、コン
パクトタイプでは上部にそれらの部品を配置し
なおすことで、標準タイプに対して機台全長を約
220mm短縮することを実現した（図5）。

3.2 安全帯フック検知センサ（オプション）

　本機能はヘッドガードに取り付けられた光電ス
イッチが安全帯のフック有無を検知し、フックが
掛けられていない場合、ブザー通知、および車両動
作を制限することで、かけ忘れを防止するように
した（図6）。車両動作制限は、一定の揚高以上への
上昇を禁止した。また上昇後に安全帯フックを外
した場合には、それ以上の上昇は禁止し、車速制限
をすることでオペレータがかけ忘れに気づくよう
にした。一定の揚高以上のみで制限をするのは、充
電などで機台移動のみをする場合には安全帯をし
ていなくても移動ができるように配慮したためで
ある。オーダーピッキングトラックは屋内での使
用がメインではあるが、太陽光による光電スイッ
チの誤検知を防ぐため、安全帯フックを引っ掛け
るバーの上部はカバーを追加している。また、お客

図4 バッテリの形状
Fig.4 Shape of the Battery

コンパクトタイプ標準タイプ

バッテリバッテリ

図5 レイアウト比較
Fig.5 Layout Comparison

コンパクトタイプ標準タイプ

制御系部品

油圧系部品

様が既に使用している安全帯でも本機能を使える
ように光電スイッチの位置の調整機構も設けてい
る。

3.3 下降スマートアラーム（オプション）

　本機能は、プラットフォーム下降時にプラット
フォーム下のセンサが障害物を検知するとオペ
レータと機台下側周辺にブザー通知し、機台の下
降速度を制限する（図7）。これによりオペレータ
に安全確認を促し、また周囲作業者に危険を知ら
せて機台と障害物の接触リスクを低減する。検知
したいエリアはお客様の現場（パレットサイズ、通
路幅など）や、機台の仕様により変化する。そのた
め、検知手段は検知エリアを変更できるレーザレ
ンジファインダを選定した。棚や平積みパレット
への荷置き作業を考慮して、ブザー通知は2段階
としている。下降が連続する距離が200mmまで
は荷置き作業の可能性であることを考慮して弱い
通知とし、200mm以上連続したら通知を強めて、
気づきやすさと作業性を両立した。また、オペレー
タが機能の作動を把握できるようにするため、
ディスプレイに障害物検知の可能/無効や障害物
を検知している状態を表示するようにした。

3.4 電動式パレットオートクランプ（オプション）

　従来車より機械式パレットオートクランプを標

図6 フックの検知方法
Fig.6 Method of Detecting the Hook

光電スイッチ

図7 下降スマートアラームの機能概要
Fig.7 Overview of Lowering Smart Alarm

下降操作

表示 内容

障害物検知 無効

障害物検知 可能

障害物を検知中

ピピピ

下降速度は
約1/3に制限

ブー

検知エリア
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準搭載しており、今回オプションとして電動式を
新規開発した。どちらもパレットのがたつき防止
を目的としており、約0．5mまで上昇した時点で
パレットをクランプする動作を行う。異なる点は、
0．5m以上でパレットを搭載した時に機械式は手
動（ロックペダルを踏みこみ）でクランプするのに
対して、電動式は自動でクランプを行う（図8）。そ
のため、電動式は平積みされたパレットや棚内の
パレットを積載した時に自動的にクランプするこ
とを望まれるお客様に対して便利となる機能であ
る。電動式では、0．5m以上にて自動でクランプ動
作をするために、主にパレットを検知する「スイッ
チ」、クランプするバーを動かす「電動アクチュ
エータ」、クランプしたことを検知する「ポテン
ショセンサ」、それらの制御を行う「パレットクラ
ンプ用コントローラ」の構成品を追加している。コ
ントローラが、パレットを検知したスイッチ信号
に基づいて電動アクチュエータを動かしてクラン
プを行い、ポテンショセンサ値がクランプした状
態になったら電動アクチュエータを停止させる。
電動アクチュエータは通電を停止したらその位置

（クランプ状態）を維持する構造になっている。ま
た、電動式では、コントローラがクランプと解除の
状態を監視しているため、クランプ状態および解
除状態をディスプレイ上で表示し、オペレータが
車両の状態を容易に把握できるようにしている。

3.5 ステアリングシステム異常監視2重化

　ステアリングシステムは従来同様、ステアバイ
ワイヤシステムを採用した。
　最新のJIS規格で、ステアバイワイヤを採用した

図8 パレットオートクランプの機能概要
Fig.8 Overview of Pallet Auto Clamp

50cm以上の時は、
機械式はロックペダル踏込み、
電動式は自動でクランプ

ほとんどの木製と樹脂製
パレットに対応します。

ロック状態

ロック解除

※イラストは機械式の場合

50cmで
自動的にクランプ

ステアリングシステムに異常が発生した場合の
フェールセーフの冗長化が求められている。この
規格に対応するため、新型車ではサブコントロー
ラを追加し、メインコントローラとサブコント
ローラの間で、ステアリングシステムの異常を相
互監視する構成を採用した。異常検出した場合、メ
インコントローラは走行モータによる回生ブレー
キを、サブコントローラは電磁ブレーキを作動さ
せることで車両の走行を停止させる（図9）。

　今回の電動オーダーピッキングトラックの開発
に際し、既存の8FBPを基に、製品ラインナップの
拡充と安心・安全性をサポートする機能の追加を
行った。多くのお客様から直接ニーズを聞き取り、
それらを開発に反映させ、結果としてお客様の期
待に応える製品が完成したと自信を持っている。
　私たちは今後も引き続き物流現場の変化する
ニーズを的確に捉え、製品の更なる改良を重ねて
いきたいと考えている。
　最後に今回のモデルチェンジにあたり、多大な
協力をいただいた社内外の関係者の方々に、深く
感謝いたします。

■参考文献

図9 ステアリングシステム構成
Fig.9 Steering System Configuration

異常検出

異常検出

サブ
コントローラ相互監視

STOP

メイン
コントローラ

4 まとめ

［1］ 豊田自動織機技報 2013.7 No.64  
製品技術紹介「0.7～1.5トン積み電動オーダーピッキン
グトラックの開発」

電動オーダーピッキングトラックの開発
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　オーダーピッキングトラックはリーチ式フォークリフト（Rinova）に次いで多く使われている倉庫機器
である。市場規模はリーチ式に劣るものの、多くの顧客が同メーカ製品をセットで購入するため、オーダー
ピッキングトラックの商品力は重要であり、近年のお客様の要望を反映すべく今回改良を行った。
　本プロジェクトはコロナウイルスの拡散がはじまった頃にスタートした。そのなかにおいても営業チー
ムの努力により数多くの顧客訪問が実現し、重要なフィードバックを得ることができた。訪問の機会を整え
てくださった販売店と、訪問を受け入れてくださったお客様には心から感謝申しあげる。
　製品開発にあたっては、「安全帯フック検知センサ」と「下降スマートアラーム」の実装に際し、安全性を損
なわずに使い勝手を維持するためのバランスを取ることが課題であった。そのため有識者と協議を重ね、安
全性と実用性の両方を兼ね備えた機能を完成させた。
　また、eコマース業界が好況にあることを受け、eコマースのトップ企業用の仕様を参考にeコマースの現
場に必要な仕様を組み込んだeコマースベース仕様（オプション）も開発し販売を強化できるようにした。
　本製品が多くのお客様にご愛用いただけることを願うとともに、今後もお客様の期待に沿ったフォーク
リフト開発を推進したいと考えている。

開発の経緯と開発者の思い
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The new range of BT ride on powered 
pallet trucks stackers suits a wide range of 
applications. They are ideal for horizontal 
transport for medium and long distance, 
double-load handling, block stacking, 
stacking at elevated height and levelled-
off loading/unloading. The trucks are also 
suitable for a wide range of customers and 
needs, as part of a large fleet comprising 
order pickers and reach trucks and in 
industries and distribution centers where 
safety, ergonomics and performance is in 
focus.  
Their size and short turning radius make 
them fit easily in narrow spaces or narrow 
aisles. They are also designed for cold store 
applications.  
The Levio & Staxio S-series includes 
three different basic models to cover the 
customer needs ［Photo1］:

• BT Levio LSI200, 2t Stand-in Powered Pallet 

1 Introduction
Truck

• BT Staxio SSI160LN, 1.6t Stand-in Narrow 
Stacker Truck with elevated support arms 

• BT Staxio SSI200D, 2t Stand-in Double 
Stacker Truck

Key points and competit ion leading 
performance:
•Safety
•Ergonomics
•Optimized performance
•Built around Li-Ion

Photo1 Levio and Staxio S-series product range

LSI200 SSI160LN SSI200D

New BT Levio & Staxio S-series （LSI200, SSI200D, SSI160LN）
新型乗車型電動ローリフト Levio・電動スタッカー Staxioの開発

＊1

Magnus Persson
＊1 Toyota Material Handling Manufacturing Sweden AB

Abstract 　The development of the new BT Levio & Staxio S-series started 2018 and the start of production was 
in April 2023. There were many challenges during the project execution plan due to the pandemic 
period which led to component shortage situations and remote working for the engineers. The 
replaced models were unmodern and originally launched in the 1990’s and our customers were 
rejecting these trucks in preference for competitors who had all changed to newer models so there 
was a strong market need to be able to meet the competition. The new BT Levio & Staxio series is 
a range of Electric 24V powered pallet truck and stackers developed and manufactured in Europe 

（Sweden） and are used as compact multi-purpose trucks suitable for a wide range of applications and 
customers where safety, ergonomics and performance are in focus. The in-built Li-Ion battery solution 
enables compact dimensions and superior ergonomics.

Keywords:  Safety, Ergonomics, Performance, Multi-purpose truck, Li-Ion battery

要　旨 　新型乗車型電動ローリフトLevioおよび電動スタッカー Staxioは2018年から2023年にかけてTMHMS（Toyota 
Material Handling Manufacturing Sweden AB）にて開発された。1990年代に発売された従来車は長年にわたり
多くのユーザに支持されてきたが、競合他社が新型車を発売する中で次第にその競争力を失い、市場のニーズに応え
る新型車の開発が急務となった。新型コロナウイルスによるパンデミック、電子部品の供給不足など多くの困難を乗
り越え、2023年に新型電動車Levio、Staxioを発売。更なる安全性向上、高性能化に加え、LIB専用設計によるコンパク
トかつ高いエルゴノミクス性により多様な用途、顧客ニーズへの対応を実現した。

キーワード：安全性、エルゴノミクス、高性能、マルチパーパス、リチウムイオン電池
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